
ログイン名

会員パスワード

地
球
温
暖
化
や
ら
で
暖
冬
が
続
き
、
早

く
も
夏
の
冷
夏
、
水
不
足
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
ご

活
躍
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
経
和
会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
母
校
も
独
立
行
政
法
人
と
し
て
三

年
が
経
過
し
、
学
歌
制
定
を
は
じ
め
と
し

て
新
し
い
埼
玉
大
学
づ
く
り
が
進
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
の
八
月
に
は
環
境
教
育
の
準

備
と
し
て
二
泊
三
日
の
集
中
講
義
ス
ポ
ー

ツ
実
技
「
森
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」（
必
修

ス
ポ
ー
ツ
実
技
の
一
単
位
修
得
）
が
開
講

さ
れ
、
一
六
名
が
参
加
し
て
水
源
の
森
林

の
多
面
的
機
能
や
山
村
の
歴
史
、
山
の
恵

み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
農
学
部
を
持

た
な
い
大
学
が
こ
の
よ
う
な
授
業
を
開
講

す
る
の
は
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い
よ
う

で
す
。
新
年
度
か
ら
は
環
境
教
育
が
正
式

に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
で
は
女
子
柔
道
の
池
田
ひ
と
み
さ

ん
は
東
ア
ジ
ア
大
会
の
七
八
�
級
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
、
女
子
剣
道
は
全
日
本
学
生
剣

道
優
勝
大
会
で
初
優
勝
の
快
挙
。

会
員
の
活
躍
も
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
田
坂
副
会
長（
二
〇
回
生
）が
三
井

住
友
海
上
よ
り
大
学
に
出
向
し
、「
大
学

発
展
基
金
」
の
募
金
や
広
報
活
動
、
就
職

支
援
活
動
を
推
進
。
埼
玉
り
そ
な
銀
行
か

ら
出
向
の
持
田
健
生（
三
一
回
生
）は
大
学

と
浦
和
レ
ッ
ズ
お
よ
び
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ
と
の
提
携
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
筆
頭
は
一
一
回
生
の
池
田
典
義
。

一
部
上
場
の
ｋ
ｋ
ア
イ
ネ
ッ
ト
を
創
業
し

現
在
会
長
。
横
浜
商
工
会
議
所
の
重
鎮
で

も
あ
る
。
若
手
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
五
五
回

生
の
西
本
千
尋
。
ｋ
ｋ
ジ
ャ
パ
ン
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
卒
業
と
同
時
に
立
ち
上

げ
、
社
長
と
し
て
街
お
こ
し
に
奔
走
、
昨

年
一
一
月
二
三
日
の
埼
玉
新
聞
に
知
事
と

の
対
談
記
事
が
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

理
事
の
紅
一
点
藤
田
裕
美（
三
九
回
生
）は

理
事
の
今
野
耕
作
特
任
教
授（
一
一
回
生
）

が
練
り
上
げ
た
授
業
の
講
師
も
務
め
る
。

今
年
か
ら
経
和
会
だ
よ
り
の
ス
タ
ッ
フ

に
加
わ
っ
た
三
人
の
大
学
三
年
生
（
若
井

田
義
高
、
豊
島
真
志
、
吉
田
達
文
）
と
若

手
の
Ｏ
Ｂ
三
人
（
清
原
誠
・
二
二
回
生
、

千
葉
健
・
三
四
回
生
、
古
屋
久
昭
・
三
四

回
生
）
が
担
当
の
中
村
副
会
長
（
二
六
回

生
）
栗
原
常
務
理
事
（
一
一
回
生
）
の
リ

ー
ド
よ
ろ
し
き
を
え
て
活
躍
。
今
後
の
若

手
の
中
心
と
な
る
優
秀
な
人
材
。
新
し
い

酒
が
あ
ち
こ
ち
で
蔵
出
し
の
時
を
待
っ
て

い
る
。
経
和
会
の
黄
金
期
が
間
も
な
く
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
経
和
会
の
活
性
化
は
今
は
亡

き
田
中
一
盛
学
部
長
と
の
出
会
い
か
ら
始

ま
っ
た
。「
開
学
五
〇
周
年
を
契
機
に
経

済
学
部
を
活
性
化
し
た
い
の
で
同
窓
会
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
つ
い
て
は
同
窓

会
名
簿
を
作
成
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請

に
「
は
い
判
り
ま
し
た
」。
今
で
も
は
っ

き
り
覚
え
て
い
る
の
は
平
成
六
年
六
月
六

日
付
の
学
部
長
か
ら
い
た
だ
い
た
名
簿
作

成
の
確
認
の
書
状
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
の

苦
労
は
中
村
副
会
長
が
よ
く
知
っ
て
い
る
。

彼
は
次
号
の
制
作
に
携
わ
っ
た
。

同
窓
会
名
簿
は
経
済
学
部
ば
か
り
で
な

く
経
和
会
の
活
性
化
も
も
た
ら
し
て
く
れ

た
。
し
か
し
時
代
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

っ
て
い
る
。
新
し
い
手
を
次
々
と
打
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
会
員
か
ら
も
そ
っ
ぽ
を
向

か
れ
て
し
ま
う
。
新
し
い
皮
袋
も
そ
ろ
そ

ろ
用
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
だ
。

一 画面へのアクセス方法
URL http : //www.keiwakai.net
または、yahoo 等の検索サイトから「埼

玉経和会」でご検索下さい。また、下記の
QRコードを携帯電話のカメラにて撮影し
て頂ければ、ご利用できます。
但し、機種によってはご利用できない場

合もあります。

二 次のメニューがあります
・会長挨拶 ・組織 ・総会 ・会報
・就職案内・オープンセミナー
・会員の広場 ・各種問い合わせ
・リンク（大学などのHPとリンクしてい
ます）

三 会員の広場
卒業生の皆さんは会員の広場を是非活用

して、会員交流の場として連絡・情報交換
などにご利用下さい。
・クラス会 ・写真の広場 ・趣味
・道楽 ・ゼミ ・サークル ・慶弔連絡
などのジャンルに分かれています。入力画
面がありますので、どなたでもご自由にご
利用出来ます。

※経和会では、これからホームページを頻
繁に更新させて頂きます。そこで、学生、
卒業生の皆さんと共に刷新させて頂きた
いと考えております。また、記事掲載の
ご要望等があれば、下記メールアドレス
までご連絡下さい。

埼
玉
大
学
に
は
一
九
四
九
年
の
開
学
以
来
、

長
い
あ
い
だ
大
学
歌
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な

か
っ
た
。
そ
し
て
開
学
か
ら
五
七
年
を
迎
え
た

昨
年
一
〇
月
に
つ
い
に
大
学
歌
が
誕
生
し
、
二

〇
〇
七
年
一
月
二
四
日
に

「
埼
玉
大
学
大
学
歌
制
定

式
典
」が
行
わ
れ
た
。
こ

の
大
学
歌
は
、
ま
ず
歌
詞

を
広
く
一
般
か
ら
募
り
、

そ
れ
ら
の
中
か
ら
優
秀
な

も
の
を
審
査
し
て
決
定
し

た
後
に
、
そ
の
詩
に
ふ
さ

わ
し
い
歌
曲
を
同
じ
く
一

般
公
募
の
中
か
ら
選
出
す

る
と
い
う
形
で
完
成
し
た
。

こ
の
大
学
歌
は
埼
大
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
べ
く
、
そ

の
詞
で
は「
埼
玉
の
自
然
」

が
、曲
で
は「
大
学
の
品

格
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

大
学
歌
は
ま
だ
誕
生
し

た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
は

ま
だ
作
詞
者
、
作
曲
者
の

方
が
そ
れ
ぞ
れ
込
め
ら
れ

た
意
味
を
持
つ
だ
け
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
の

意
味
は
大
事
な
も
の
だ
し
、

素
晴
ら
し
い
も
の
だ
。
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ホ
ン

モ
ノ
の
「
大
学
歌
」
と
は

言
え
な
い
だ
ろ
う
。
折
角

で
き
た
こ
の
若
い
、
素
晴

ら
し
い
大
学
歌
を
た
だ
の

飾
り
と
し
な
い
よ
う
に
、
今
度
は
我
々
が
こ
の

埼
玉
大
学
大
学
歌
を
大
切
に
し
、
愛
し
て
い
く

こ
と
で
、
そ
こ
に
本
来
の
「
校
歌
」
と
し
て
の

意
味
を
し
っ
か
り
と
吹
き
込
ん
で
い
き
た
い
。

平
成
19
年
度

経
和
会
総
会
の
ご
案
内

一

日

時

平
成
１９
年
７
月
１４
日
�

総
会
・
講
演
会

１３
時
（
受
付
開
始
１２
時
３０
分
）

懇
親
会

１５
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

二

場

所

新
宿
・
野
村
ビ
ル
４８
階

野
村
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
プ
ラ
ザ

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

１
丁
目
２６
番
２
号

�
０
３（
３
３
４
８
）６
５
１
３

http
://w
w
w
.nc-plaza.com

三

講

演

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
３７
年
をふ

り
か
え
る
」

講

師

宮
田

修

（
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

S
４５
年
本
学
卒
）

四

懇
親
会
会
費

八
、〇
〇
〇
円

（
経
済
学
部
学
生
・
院
生
は
無
料
）

五

交

通

�
J
R
・
小
田
急
線
・
京
王
線
、

「
新
宿
駅
」
よ
り
徒
歩
６
分

�
地
下
鉄
丸
の
内
線

「
西
新
宿
駅
」
よ
り
徒
歩
４
分

六

出
欠
連
絡

６
月
２５
日
�
ま
で
に
同
封
は
が
き
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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会
長

内

藤

勝

久

詳しくはＵＲＬ(http : //www.saitama-u.ac.jp/koho/info/news/daigakka-m.pdf)をご参照ください。

大
学
歌
制
定
さ
れ
る

経和会ホームページのお知らせ

経和会メールアドレス
webmanager@keiwakai.net
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集
中
講
義
ス
ポ
ー
ツ
実
技

「
森
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
―

特
任
教
授

内
藤

勝
久
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てててててててててててててててててて

参
事
役
・
就
職
相
談
員

田
坂

敏
幸

六
年
ほ
ど
前
か
ら
単
位
制
の
植
林
授
業

を
大
学
に
要
望
し
て
き
た
。「
百
年
の
森

づ
く
り
」
運
動
を
通
じ
て
知
っ
た
水
源
の

森
林
の
多
面
的
な
機
能
（
国
土
や
景
観
の

保
持
・
形
成

水
と
空
気
の
供
給
、
地
球

温
暖
化
の
防
止

動
植
物
の
生
態
系
の
維

持
な
ど
）
を
体
で
学
ん
で
も
ら
う
と
同
時

に
農
学
部
を
持
た
な
い
埼
玉
大
学
の
特
異

な
取
り
組
み
を
広
報
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

埼
玉
大
学
の
知
名
度
を
上
げ
る
一
石
二
鳥

の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

昨
年
の
八
月
一
一
日
か
ら
一
三
日
ま
で

二
泊
三
日
の
日
程
で
集
中
講
義
が
「
埼
玉

の
母
な
る
川
」
荒
川
の
源
流
中
津
川
を
中

心
に
行
な
わ
れ
、
全
学
部
か
ら
一
六
名
の

学
生
が
参
加
し
た
。
夜
間
主
の
社
会
人
も

四
名
参
加
し
て
い
た
。
彼
ら
に
は
履
修
が

難
し
い
必
修
の
ス
ポ
ー
ツ
実
技
の
単
位
が

一
単
位
取
得
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

魅
力
で
あ
っ
た
。
三
日
間
の
活
動
日
誌
や

授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ

っ
て
評
価
さ
れ
た
が
、一
人
の
脱
落
者
も
な

く
好
評
を
え
て
無
事
に
授
業
が
終
了
し
た
。

実
は
こ
の
授
業
を
開
設
す
る
た
め
の
コ

マ
が
な
く
実
現
が
延
び
延
び
に
な
っ
て
い

た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
実
技
担
当
の
教
官
が
退

官
し
て
後
任
が
出
な
か
っ
た
た
め
標
記
の

よ
う
な
講
義
名
と
な
っ
た
。
し
か
し
「
環

境
教
育
序
論
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
授

業
を
組
み

立
て
た
た

め
趣
旨
は

十
分
に
理

解
さ
れ
た
。

こ
の
授
業

は
「
百
年

の
森
づ
く

り
の
会
」

の
役
員
と

会
員
お
よ

び
地
元
の

協
力
者
九
名
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
が

「
こ
の
よ
う
な
部
外
者
を
中
心
と
し
た
授

業
は
は
じ
め
て
」
と
責
任
者
の
野
澤
教
授

か
ら
も
賞
賛
さ
れ
た
。

今
回
の
授
業
の
成
果
を
踏
ま
え
新
年
度

か
ら
は
い
よ
い
よ
「
環
境
教
育
」
が
始
ま

る
と
い
う
。

三
月
初
旬
に
経
済
学
部
の
優
秀
論
文
の

結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
三
学
科
と
も
受
賞

者
が
お
り
、
論
文
内
容
の
質
の
高
さ
と
共

に
、
学
科
の
質
の
高
さ
を
示
す
結
果
と
な

っ
た
。
受
賞
者
は
学
生
最
後
の
時
期
に
勉

学
で
表
彰
さ
れ
る
と
い
う
栄
誉
を
得
た
こ

と
に
社
会
人
に
な
っ
て
も
大
き
な
自
信
と

な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
黄

さ
ん
が
受
賞
し
た
こ
と
も
そ
の
努
力
も
含

め
高
く
評
価
し
た
い
。
し
か
し
、
今
年
は

昨
年
と
異
な
り
女
子
学
生
に
賞
を
す
べ
て

独
占
さ
れ
た
。
来
年
は
男
子
学
生
の
奮
起

に
期
待
し
た
い
。
受
賞
者
と
テ
ー
マ
は
左

記
の
通
り
。

昨
年
は
漸
く
就
職
戦
線
に
明
る
さ
が
戻

っ
て
き
ま
し
た
が
経
和
会
の
就
職
相
談
員

が
中
心
と
な
っ
て
全
学
の
就
職
支
援
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
業
界
研
究
・

企
業
研
究
で
は
各
回
ご
と
経
和
会
の
メ
ン

バ
ー
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
こ
こ
に
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
就
職
相
談
員
を
二
名
か
ら
四
名
に
増

員
し
、
就
職
相
談
の
機
会
を
増
や
し
た
。

二
、
九
月
末
に
文
系
理
系
別
就
職
総
合
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
就
活
モ
ー
ド
を
高
め

た
。
七
七
八
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

三
、
業
界
研
究
・
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を

一
〇
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
た
。
多
く

の
経
和
会
メ
ン
バ
ー
に
毎
回
の
よ
う
に

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
業
界
・
企

業
の
特
徴
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
学

生
に
は
大
好
評
で
あ
っ
た
。

四
、
一
二
月
に
は
あ
ら
ゆ
る
業
界
か
ら
一

流
企
業
七
〇
社
を
選
び
、
会
社
説
明
会

を
学
内
で
開
い
た
。

昨
今
の
学
生
は
就
職
活
動
に
自
信
が

な
く
、
な
ん
と
な
く
中
小
の
企
業
を
選

ぶ
風
潮
が
あ
る
。

そ
こ
で
学
生
に
自
信
を
持
っ
て
企
業

選
び
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
と
企
業
選

び
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
都
市
銀
行
や
ト

ヨ
タ
、
日
本
航
空
、
キ
ャ
ノ
ン
な
ど
の

一
流
企
業
を
招
い
て
実
施
し
た
。

学
生
の
評
判
も
高
か
っ
た
。

五
、
一
一
月
三
日
の
む
つ
め
祭
の
初
日
に
、

三
年
次
と
大
学
院
一
年
次
の
保
護
者
を

大
学
に
招
い
て
就
職
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
約
五
〇
〇
名
の
保
護
者
が
参
加
し
、

熱
心
に
就
活
の
話
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、

懇
談
会
終
了
後
も
個
別
面
談
を
行
い
就

職
相
談
員
や
学
部
の
進
路
指
導
の
教
員

が
対
応
を
行
っ
た
。
多
く
の
保
護
者
が

満
足
し
て
帰
ら
れ
た
。

最
後
に
三
年
次
、
大
学
院
一
年
次
の
学

生
の
皆
さ
ん
�
今
年
も
大
学
で
は
経
和
会

の
就
職
相
談
委
員
と
学
生
支
援
課
が
一
緒

に
な
っ
て
様
々
な
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

埼
玉
大
学
は
昨
年
一
〇
月
に
発
展
基
金

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

平
成
一
六
年
に
大
学
法
人
に
な
り
、
大

学
が
直
接
基
金
活
動
を
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
基
金
を
活

用
し
て
大
学
で
は
教
育
、
研
究
や
地
域
貢

献
に
と
有
意
義
に
活
用
し
て
今
世
紀
に
大

飛
躍
を
願
い
埼
玉
大
学
ら
し
さ
を
希
求
し

て
い
き
ま
す
。
た
と
え
ば
優
秀
な
学
生
に

は
生
活
費
を
補
助
す
る
奨
学
金
を
支
給
し

た
り
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
を
大
学
に
お
招

き
す
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
イ
」
を

今
秋
開
催
す
る
予
定
で
す
。

経
和
会
で
は
大
学
の
発
展
と
共
に
卒
業

生
に
と
っ
て
も
誇
り
と
な
る
大
学
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
熱
き
思
い
と
同
窓

会
活
動
の
発
展
・
充
実
を
願
い
、
同
窓
会

連
合
会
お
よ
び
各
学
部
同
窓
会
と
協
調
し

て
卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
多
く

の
方
々
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、
紙
面
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
寄
付
さ
れ

た
方
の
氏
名
は
発
展
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

全
体
目
標
五
億
円
達
成
に
は
こ
れ
か
ら

が
大
変
で
す
。
大
学
で
は
同
窓
会
に
半
分

の
二
・
五
億
円
を
お
願
い
し
た
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。
卒
業
生
数
か
ら
す
る
と
経
和

会
で
は
五
〇
〇
〇
万
円
を
集
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
皆
さ
ん
の
寄
付
に

期
待
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
周
り
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
企
業
内
卒
業
生
や
同
期
の

方
々
に
も
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
経
和

会
の
会
員
の
皆
さ
ん
�

他
の
同
窓
会
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
今
秋
予
定
の
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・

デ
イ
」
で
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に
祝
杯
を
挙

げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
卒
業
生
が
勤
務
す
る
企
業
・
団

体
や
大
学
が
共
同
研
究
や
委
託
研
究
を
し

て
い
る
企
業
に
も
お
願
い
す
る
予
定
で
す

の
で
、
そ
の
際
は
是
非
窓
口
と
し
て
協
力

願
い
ま
す
。

【金融保険証券関係】
三菱東京UFJ銀行
三井住友銀行
りそな銀行
武蔵野銀行
千葉銀行
栃木銀行
群馬銀行
住友信託銀行
商工組合中央金庫
国民生活金融公庫
中小企業金融公庫
農林中央金庫
埼玉県信用組合
飯能信用金庫
川口信用金庫
巣鴨信用金庫
三井住友海上火災
東京海上日動火災
損保ジャパン
日本興亜損保
日本生命
第一生命
住友生命
三井生命

野村證券
大和証券
日興コーディアル証券
UFJつばさ証券
三菱証券
【建設・製造業】
清水建設
ハザマ組
明治乳業
ライオン
日本酸素
京セラ
岡村製作所
NKK AP
塩野義製薬
小野薬品工業
科研製薬
住友電装
村田製作所
フジノン
スズキ
日野自動車
関東自動車工業
ヤマハ発動機
日産車体

カルソニックカンセイ
タカラスタンダード
横浜ゴム
スタンレー電気
サンケン電気
カシオ計算機
芝浦電子
東洋インキ製造
日立電線
クボタ
【通信・運輸・放送】
KDDI
NTTデータソフィア
ソフトバンクBB
佐川物流サービス
日本航空
ヤマト運輸
JR東日本
NHK
【卸・小売・販売】
イオン
イトーヨーカ堂
ローソン
西武百貨店
青山商事

富士ゼロックス埼玉
大塚商会
長崎屋
【不動産・不動産販売】
野村不動産
平和不動産
住友不動産販売
積水ハウス
レオパレス２１
大東建託
東京建物不動産販売
【カード・リース】
ORIX
住商リース
三井住友銀リース
JCB
【サービス業】
近畿日本ツーリスト
HIS
日本旅行
総合警備保障
ベネッセ・コーポレーション
栄光ゼミナール
ニチイ学館
ベルーナ

【公務員関係】
内閣府
財務省関東財務局
厚労省関東信越厚生局
法務省矯正局
埼玉県庁
埼玉県警
東京都庁
警視庁
その他県庁
市役所・区役所
日本郵政公社
国際協力事業団
社会保険庁
東京税関
東京国税局
会計検査院
【その他】
監査法人・会計事務所
行政書士事務所
野村総研
船井総研
帝国データバンク
川口商工会議所

1．経和会クラブが移転しました。
交通の便がよい銀座・数寄屋橋のニュートーキヨー１階の「Beer Restaurant」

に移転しました。その一角が毎月第三水曜日午後６時から経和会クラブの貸切
りとなります。近くて旨くて安いが売り物です。どうぞ、卒業生を誘ってお越
しください。
雰囲気は下記URLでご確認を。
千代田区有楽町２‐２‐３ 電話 ０３‐３５７２‐３８４８
http : //www.newtokyo.co.jp/honten/honten_1/1f.htm

2．東京ステーションカレッジが移転しました。
東京駅日本橋口にオープンした「サピア タワー３５階建」の９階に新たに３００

平米のキャンパスが４月より開校しました。夜は経済学部大学院です。昼は今
のところ空いています。昼間の活用方法につき、アイデアを募集しますので経
和会事務局までご連絡ください。

第１０号 �経 和 会 会 報平成１９年５月２０日
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発
展
基
金
へ
の
寄
付
協
力
を

発
展
基
金
室
事
務
局
長

田
坂

敏
幸

第 2 回 優 秀 論 文 表 彰

最優秀論文（経済学会長賞）
中野 裕子
「住民訴訟における行政統制の役割
―いわゆる違法性の承継をめぐって」

優秀論文（経和会長賞）
深坂 祐希「市町村合併をしなかった自治体」
黄 ジョン
「『リッチ』を売るマーケティング
～中国進出を支える資生堂の企業文化」

鈴木 依子
「コミュニティバスの問題の実態とその解明
―羽生市内循環バスを例に、『市民に利用される

コミュニティバス』のかたちを探る―」

お 知 ら せ 事務局 ０４８‐８５８‐３８９４（田坂）



▼
▼
伊
藤（
修
）
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

経
済
学
科

私
達
、
伊
藤
ゼ
ミ
は
現
在
新
三
年
生
八
名
、

新
四
年
生
八
名
、
合
計
一
六
名
の
ゼ
ミ
生
が
所

属
し
て
い
ま
す
。
金
融
論
・
日
本
経
済
論
を
主

な
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
先
生
が
選
ん
で
き
た
テ

キ
ス
ト
を
元
に
担
当
ゼ
ミ
生
が
レ
ジ
ュ
メ
を
作

成
、
論
点
を
探
し
出
し
発
表
す
る
、
と
い
う
ゼ

ミ
形
式
を
取
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
先
生
を
交

え
つ
つ
ゼ
ミ
生
が
中
心
と
な
っ
て
議
論
し
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
度
は
前
期
に
日
本
経
済
論
、
後
期

に
日
本
の
金
融
制
度
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
を
読

み
、
二
〇
〇
七
年
前
期
は
ア
メ
リ
カ
の
金
融
制

度
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
を
読
む
予
定
で
す
。

先
生
の
性
格
も
あ
っ
て
か
、
ゼ
ミ
は
よ
い
意

味
で
緊
迫
感
が
な
く
自
由
に
発
言
す
る
雰
囲
気

が
あ
り
ま
す
。
た
ま
に
誰
か
が
持
っ
て
き
た
お

土
産
の
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
議
論
を
交
わ
す

こ
と
も
…
。
そ
ん
な
自
由
な
雰
囲
気
が
伊
藤
ゼ

ミ
の
魅
力
で
す
。

ま
た
毎
年
九
月
頃
に
草
津
へ
合
宿
を
行
い
ま

す
。
主
な
目
的
は
避
暑
地
で
勉
学
に
邁
進
す
る

こ
と
で
す
が
、
先
生
の
ご
趣
味
で
テ
ニ
ス
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
み
ま
す
。
密
か
に
新
ゼ
ミ
生

は
必
ず
先
生
と
一
戦
交
え
る
、
と
い
う
慣
習
も

あ
る
と
か
な
い
と
か
。
他
に
も
、
ゼ
ミ
の
学
外

活
動
と
し
て
先
生
と
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
語
り

合
う
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
東
京
証
券
取
引
所
へ
社
会
科
見
学

に
行
こ
う
ツ
ア
ー
」を
予
定
も
し
て
い
ま
す（
先

生
、
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
？
）

私
は
、
こ
ん
な
伊
藤
ゼ
ミ
が
大
好
き
で
す
。

（
三
年

菊
田
麻
里
）

▼
▼
井
原
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

経
営
学
科

私
達
は
井
原
先
生
の
下
、
主
に
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
国
際
比
較
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

日
本
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
ど
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
り
、
ど
こ
ま
で
海
外
で
の
通
用
性

を
持
つ
か
、
文
献
購
読
等
を
通
し
て
議
論
し
て

い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
の
自
発
的
な
発
言
が
求
め
ら

れ
る
訳
で
す
が
、
問
題
が
難
解
に
な
る
こ
と
が

あ
る
事
も
ゼ
ミ
の
中
で
は
多
々
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
時
は
先
生
が
助
け
舟
を
だ
し
て
く
れ

ま
す
。
井
原
ゼ
ミ
で
は
知
識
偏
重
を
求
め
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
ど
う
や
っ
て

論
理
を
構
築
す
る
か
・
思
考
を
ま
と
め
上
げ
る

か
と
い
っ
た
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
り
、
そ

の
部
分
を
鍛
え
る
こ
と
が
目
的
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
２
０
０
７
年
度
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
タ
イ
の
東
大
」
と
言
わ
れ
て
い
る
タ
イ

の
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
へ
の
訪
問
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
実
際

に
授
業
や
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
、
現

地
の
学
生
と
交
流

を
深
め
、
ま
た
英

語
で
論
文
発
表
も

行
う
予
定
で
す
。

果
た
し
て
、
私
達

の
実
力
が
ど
こ
ま

で
通
用
す
る
か
、

不
安
で
も
あ
り
、

そ
し
て
楽
し
み
で

も
あ
り
ま
す
。

私
達
は
埼
玉
大
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世

界
の
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
ゼ
ミ
を
目
指
し
ま
す
。

（
二
年

鈴
木
雅
人
）

▼
▼
岩
見
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

社
会
環
境
設
計
学
科

私
達
岩
見
ゼ
ミ
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
前
期
の
ゼ
ミ
の
時
間

は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
勉
強
し
、
後

期
の
ゼ
ミ
の
時
間
に
は
、
実
際
に
あ
る
地
域
で

計
画
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

考
察
し
、
そ
の
結
果
を
住
民
の
方
々
に
発
表
し

ま
す
。

後
期
の
ゼ
ミ
は
岩

見
ゼ
ミ
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
、
ま

た
、
と
て
も
大
変
な

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
自
分
た
ち
で

い
く
つ
か
の
テ
ー
マ

を
設
定
し
ま
す
。
そ

し
て
、
テ
ー
マ
ご
と

に
班
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
班
ご
と
に

行
動
し
ま
す
。
ま
ず

は
休
日
を
利
用
し
て
班
ご
と
に
現
地
調
査
を
行

い
、
現
地
の
現
状
を
確
認
し
ま
す
。
ゼ
ミ
の
時

間
は
、
自
分
の
役
割
を
決
め
た
り
、
自
分
の
調

べ
て
き
た
こ
と
を
発
表
し
た
り
、
討
論
を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
、
方
向
性
が
定
ま
っ
て
き
た
ら
、

報
告
書
作
成
に
は
い
り
ま
す
。
こ
の
報
告
書
は

住
民
の
方
々
へ
渡
す
も
の
な
の
で
、
皆
気
合
が

入
り
ま
す
。
作
業
の
た
め
に
徹
夜
す
る
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
発
表
当
日
、
現
地
に
行
き
、

住
民
の
方
々
に
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
調
べ
た
こ

と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
の
活
動
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

夜
遅
く
ま
で
作
業
を
し
、
ゼ
ミ
の
時
間
外
に

も
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
す
る
な
ど
、
と
て
も

大
変
で
す
。
し
か
し
、
発
表
は
と
て
も
や
り
甲

斐
が
あ
り
、
ま
た
、
発
表
ま
で
の
作
業
を
通
じ

て
ゼ
ミ
生
同
士
の
絆
も
深
ま
り
ま
す
。「
や
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
も
の
が
岩
見
ゼ
ミ
に

は
あ
り
ま
す
。

（
二
年

西
村
文
男
）

飛野淳さんインタビュー（経営学科・平成１７年度卒 伊藤忠グループ勤務）

Q１ 飛野さんの現在のお仕事を教えて下さい。
伊藤忠グループに勤務しています。そのなかの財経・
総務部に所属しており、会社の財務や経理を任されて
います。最近では、大きな仕事も任されるようになり、
責任とやりがいを感じています。

Q２ 埼玉大学に入学したきっかけを教えて下さい。
高校時代の先輩が埼玉大学に進学しており「学ぶ環
境がよく、日本中から学生が集まっている」というの
をその先輩から伺い、興味を持ったのが志望したきっ

かけです。入学
してみて、確か
に自分の志次第
で色々な勉強が
でき、又、本当
に地方色が豊か
で…楽しかった
です。

Q３ どのような大学生活でしたか？
良くも悪くも好き放題な四年間でした（笑）。夜勤
のバイトをしていて、バイト帰りにそのまま授業に出
たこともあったり…。サークルはスキューバダイビン
グクラブに所属していました。日本中の海に潜り、時
には海外まで足を運んだこともありました。
素晴らしい友人に出会え、やりたいことを見つけるこ
とが出来た「特別な四年間」でした。

Q４ 逆に学生時代にもっとやっておけばよかったと
いうものは？

…勉強でしょうか（笑）。埼玉大学経済学部の特色
として、他の学科の講義も受講できる点があります。
例えば私は経営学科だったのですが、経済学科のミク
ロ・マクロ経済も学ぶことが出来ますし、社会環境設
計学科の法律の講義も受講することが可能です。それ
らは、社会にでたときに必ず役に立ちます。それらの
カリキュラムを生かしきれなかったような気がします。

Q５ 就職活動はいかがでしたか？
初めての体験で、始めは不安でした。自分の考えを
伝えきれないもどかしさがありましたし、途中で自分
が本当にやりたいことが分からなくなった時期もあり
ました。けれども今となっては、それらは自分を見つ
め直すいい機会だったと思います。

Q６ 最後にメッセージをお願いします。
大学時代ほど自分の可能性を広げられる時間は社会
人にはありません。すごく貴重な時間だと思うので興
味を持ったことには積極的に行動をおこして欲しいと
思います。４年間は長いようでとても早く過ぎていき
ます。プレッシャーをかけるわけではありませんが、
「これだけは誰にも負けない」と言えるくらいのこと
を、大学時代に身につけてください。
私も経和会の一員として、会の発展や在校生の就職
活動に貢献できたらと思います。

本日はありがとうございました。
（聞き手 豊島真志）

雑

感
経
済
学
部

学
部
長

上

井

喜

彦

こ
の
数
年
、「
労
働
問
題
」
に
社
会
的
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
雑
誌
『
世
界
』
も

今
年
の
三
月
号
に
「
労
働
破
壊

再
生
へ
の
道
を
求
め
て
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
。

日
本
的
経
営
が
バ
ラ
色
に
描
か
れ
、「
日
本
に
労
働
問
題
は
な
い
」
と
い
う
風
潮
が
蔓

延
し
た
時
か
ら
す
る
と
、
隔
世
の
感
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
か
、
私

の
労
働
経
済
論
を
受
講
す
る
学
生
も
増
加
し
て
い
る
。
私
と
し
て
は
、
労
働
問
題
を
学

習
し
た
い
と
い
う
学
生
の
増
加
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
が
、
手
放
し
で
は
喜
べ
な

い
。
一
つ
は
、「
労
働
破
壊
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
深
化
し
て
、
労
働
問
題
が
よ
う
や

く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
も
う
一
つ
は
、
マ
ス
コ
ミ
が
創
り
出
し
た
キ

ャ
ッ
チ
・
コ
ピ
ー
に
踊
ら
さ
れ
て
い
る
と
見
え
る
学
生
も
い
る
か
ら
だ
。
こ
こ
は
、
学

生
諸
君
に
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
。
と
い
っ
て
も
、
怪
し
い
本
も
多
い
か

ら
、
学
生
諸
君
は
ど
う
勉
強
し
て
良
い
か
困
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
現
場
を
見
つ
め

る
こ
と
を
勧
め
た
い
。
学
生
諸
君
は
大
抵
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
先
、

そ
こ
は
労
働
現
場
だ
。
ま
た
、
家
族
の
中
に
は
働
い
て
い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
感
性

を
研
ぎ
澄
ま
し
て
観
察
す
れ
ば
、
問
題
の
所
在
く
ら
い
は
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。
そ
の

問
題
を
徹
底
し
て
考
え
れ
ば
よ
い
。
必
要
に
迫
ら
れ
れ
ば
本
も
読
む
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
学
習
は
、
学
生
諸
君
の
就
活
に
も
活
き
て
く
る
に
違
い
な
い
。

埼
玉
大
学
に
寄
せ
る
想
い

埼
玉
大
学

参
事
役

持

田

健

生

私
は
昭
和
五
八
年
に
経
済
学
部
経
営
学
科
を
卒
業
し
、
二
〇
数
年
に
な
り
ま
す
。
地

元
の
銀
行
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
平
成
一
六
年
七
月
、
埼
玉
大
学
へ
の
出
向
辞
令

を
受
け
、
翌
七
月
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。
当
時
は
四
月
に
国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
た

直
後
で
、
更
に
埼
玉
大
学
で
は
群
馬
大
学
と
の
合
併
問
題
を
白
紙
に
戻
し
独
自
路
線
を

踏
み
出
し
た
ば
か
り
の
時
期
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
三
年
が
経
ち
ま
す
。
そ
の
間
、
私
は

一
人
の
民
間
人
の
眼
で
状
況
を
見
な
が
ら
、
与
え
ら
れ
た
職
務
で
あ
る
大
学
改
革
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
や
銀
行
と
の
連
携
、
今
は
グ
ラ
ン
ド
の
一

般
開
放
事
業
の
実
現
を
目
指
し
調
整
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
活
動
の
中
か
ら
見
え

る
「
埼
玉
大
学
」
の
現
状
と
実
態
。
良
く
も
悪
く
も
国
立
大
学
に
は
長
い
間
培
わ
れ
て

き
た
積
年
の
歴
史
の
重
み
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
意
味
で
は
そ
の
現
実
は
致
し
方
な
い
こ

と
で
す
。
む
し
ろ
、
重
要
な
の
は
こ
れ
か
ら
埼
玉
大
学
が
少
子
化
や
財
政
面
な
ど
厳
し

い
環
境
の
中
で
、
時
代
の
流
れ
に
呼
応
し
、
危
機
感
を
持
っ
て
負
の
部
分
を
払
拭
し
つ

つ
そ
の
独
自
性
を
如
何
に
示
せ
る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

法
人
化
後
、
他
大
学
も
同
様
に
苦
し
み
暗
中
模
索
で
あ
る
が
故
に
、
今
の
時
期
は
逆
に

抜
け
出
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
や
り
方
次
第
で
他
大
学
を
凌
駕
で
き
る
時
だ
と
思
い
ま

す
。
大
学
に
は
未
知
の
領
域
に
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を
持
っ
て
欲
し
い
、
一
人
の
Ｏ

Ｂ
と
し
て
は
今
後
の
埼
玉
大
学
発
展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
、

そ
し
て
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
は
是
非
と
も
多
方
面
か
ら
の
埼
玉
大
学
へ
の
強
力
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
埼
玉
大
学
発
展
基
金
」
は
一
番
身
近

な
方
法
で
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
、
埼
玉
大
学
発
展
の
た
め
に
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成１９年５月２０日経 和 会 会 報� 第１０号

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

コ
ー
ナ
ー

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介（

原
稿
は
平
成
十
九
年
二
月
に
寄
稿
戴
き
ま
し
た
）

（写真は松本ゼミ）



埼
玉
大
学
へ
は
、
昭
和
四
五
年
に
入
学

し
ま
し
た
。

都
内
の
普
通
高
校
よ
り
現
役
で
合
格
致

し
ま
し
た
が
、
高
校
時
代
よ
り
体
力
不
足

で
、
体
重
も
五
〇
�
そ
こ
そ
こ
で
あ
り
、

体
格
に
は
か
な
り
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
学
に
入
学

し
た
ら
勉
学
よ
り
も
ま
ず
体
を
鍛
え
る
事

を
最
優
先
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
野
球
部
を
見
学
し
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
に
も
き
つ
そ
う
な
練
習
を
拝
見
し
、

す
ぐ
に
断
念
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
体
を

鍛
え
る
に
は
、
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
し
か
無
い

と
考
え
て
お
り
、
二
年
先
輩
の
高
橋
実
先

輩
（
当
時
、
山
口
ゼ
ミ
）
よ
り
ウ
エ
イ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
部
に
入
部
し
な
い
か
と
の

お
声
を
掛
け
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
四
五
年
の
四
月
、
入
学
早
々
、
ウ
エ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
部
に
入
部
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

二
年
先
輩
の
中
島
主
将
（
田
中
ゼ
ミ
）、

松
尾
先
生
（
当
時
は
教
養
学
部
助
教
授
）

に
直
接
、
指
導
を
受
け
、
自
分
の
貧
弱
な

体
が
、
み
る
み
る
立
派
な
筋
肉
質
の
体
に

変
形
し
て
い
く
事
が
、
嬉
し
く
て
、
楽
し

く
て
今
で
も
、
大
変
良
く
覚
え
て
お
り
ま

す
。結

局
、
大
学
四
年
間
、
週
三
〜
四
日
は

勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
、
た
だ
体
を
鍛
え
る

事
の
み
集
中
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
現
在
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
三
〇
年
以
上
が

経
過
し
、
そ
ろ
そ
ろ
社
会
人
も
卒
業
す
る

年
齢
に
な
り
ま
し
た
。
埼
玉
大
学
で
過
ご

し
た
財
産
は
、
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

部
で
過
ご
し
た
、
春
夏
の
合
宿
、
東
大
と

の
試
合
、
仲
間
と
の
交
流
、
そ
し
て
、
そ

れ
ら
を
通
じ
て
得
た
自
分
の
健
康
な
体
だ

と
思
い
ま
す
。

経
済
学
部
の
同
期
や
、
ゼ
ミ
の
仲
間
と

は
も
う
会
う
機
会
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、

部
の
方
達
と
は
、
年
一
回
の
新
年
会
や
、

松
尾
先
生
の
退
官
パ
ー
テ
ィ
ー
や
、
先
生

中
心
の
お
祝
い
の
席
等
で
お
会
い
し
て
い

ま
す
。
特
に
松
尾
先
生
は
、
そ
の
方
面
で

は
世
界
的
に
有
名
で
、
マ
ス
タ
ー
ズ
世
界

選
手
権
優
勝
な
ど
輝
か
し
い
経
歴
が
あ
り
、

公
私
共
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
部

員
の
仲
人
は
、
ほ
と
ん
ど
先
生
が
お
勤
め

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
小
生
は
二
回
も
御
願

い
し
ま
し
た
。

先
生
の
一
番
大
切
な
お
教
え
は
、「
人

間
は
一
定
の
負
荷
を
受
け
な
い
と
、
成
長

し
な
い
、
苦
し
み
か
ら
は
逃
げ
な
い
で
、

む
し
ろ
そ
れ
を
楽
し
い
事
と
受
け
止
め
る

事
が
大
事
な
の
だ
」
で
し
た
。
卒
業
し
た

部
員
は
社
会
人
に
な
っ
て
も
そ
の
教
え
を

忠
実
に
守
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
方
面
で
は

大
活
躍
を
さ
れ
、
著
名
人
も
多
く
お
り
ま

す
。私

は
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
ウ
エ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
運
動
を
継
続
し
て

お
り
、
も
う
す
ぐ
六
〇
歳
に
な
り
ま
す
が
、

体
力
は
ま
だ
ま
だ
三
〇
〜
四
〇
歳
代
位
の

自
信
は
あ
り
ま
す
。
松
尾
先
生
も
、
も
う

す
ぐ
八
〇
歳
に
な
ら
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
ス
ー
パ
ー
マ
ン
並
み
の
体
格
で
現
役
バ

リ
バ
リ
で
、
今
年
の
新
年
会
で
も
元
気
な

お
姿
を
拝
見
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

埼
玉
大
学
に
入
学
し
て
、
ウ
エ
イ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
部
と
の
出
会
い
が
今
の
自
分

を
作
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
部
現
況

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
部
は
、
埼
玉

大
学
に
何
十
年
も
あ
る
部
活
動
で
あ
る
。

現
在
の
部
員
数
は
、
一
〇
人
前
後
で
体
育

館
横
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
を
使
い
個
々
人

が
練
習
を
し
て
い
る
。
平
成
一
八
年
五
月

二
八
日
開
催
の
第
三
三
回
全
日
本
学
生
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、
女
子
団
体
で
第
三
位
に
入
賞
し
、
個

人
成
績
で
は
、
男
子
七
五
�
級
で
各
務
裕

貴
さ
ん
（
経
済
学
部
四
年
）、
女
子
六
〇

�
超
級
で
金
銅
優
子
さ
ん
（
教
育
学
部
三

年
）
が
共
に
優
勝
し
た
。
ま
た
、
金
銅
優

子
さ
ん
は
女
子
最
優
秀
新
人
に
選
ば
れ
た
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
の
中
で
、
練
習

が
行
わ
れ
て
い
る
。
各
務
さ
ん
は
、
ウ
エ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
部
に
入
っ
た
事
で
、

良
か
っ
た
点
を
こ
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

頑
張
っ
た
分
だ
け
体
力
が
付
き
、
結
果
に

も
表
れ
る
。
今
後
も
、
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
部
は
期
待
の
部
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

現
役
を
引
退
す
る
と
、
人
と
交
わ
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

地
域
活
動
で
地
域
の
人
達
と
交
流
し
て

い
る
が
、
経
和
会
の
よ
う
な
場
で
様
々
な

人
と
交
流
す
る
こ
と
が
や
は
り
良
い
刺
激

に
な
る
。

経
和
会
の
活
動
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

昭
和
３７
年
卒

河
野

昭
一

マ
ス
コ
ミ
に
身
を
投
じ
三
五
年
、
が
む

し
ゃ
ら
に
仕
事
を
し
て
き
た
が
、こ
こ
に
き

て
急
に
定
年
の
二
文
字
が
近
づ
い
て
き
た
。

わ
が
四
七
年
卒
組
は
毎
年
の
よ
う
に
同

期
会
を
開
催
し
て
い
る
。

そ
の
時
だ
け
は
皆
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
て
、
学
生
時
代
に
戻
る
居
心
地
の
よ
い

瞬
間
だ
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
�
同
期
会
を
開
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

昭
和
４７
年
卒

田
村

勲

私
は
協
和
銀
行
（
現
り
そ
な
）
へ
入
社

後
三
年
前
に
エ
ー
ス
（
食
品
小
売
）
へ
転

職
し
ま
し
た
。
経
済
学
部
の
友
人
と
は
今

も
旧
き
良
き
大
学
時
代
の
話
に
花
を
咲
か

せ
て
ま
す
。

経
和
会
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
ま
す
。

昭
和
５７
年
卒

栗
田

佳
敬

我
々
が
卒
業
し
た
昭
和
三
六
年
は
、

前
年
の
十
二
月
に
所
得
倍
増
計
画
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
の
高
度
成
長
時

代
の
予
感
あ
ふ
れ
る
年
で
あ
っ
た
。
恵

ま
れ
た
就
職
環
境
下
で
、
卒
業
生
五
十

五
名
は
国
家
・
地
方
公
務
員
、
公
共
団

体
、
機
械
、
電
機
、
自
動
車
、
造
船
、

商
社
、
銀
行
、
証
券
、
損
保
、
生
保
、

海
運
、
報
道
な
ど
幅
広
い
分
野
に
就
職

し
、
ま
た
倉
庫
、
運
送
、
貿
易
、
事
務

用
品
な
ど
の
自
営
業
を
志
す
者
も
い
た
。

海
外
派
遣
組
も
現
れ
た
。
そ
の
後
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
人
生
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
っ
た
。

そ
の
紅
顔
の
美
青
年
達
も
、
卒
業
し

て
四
十
六
年
た
ち
、
齢
七
十
（
平
均
）

に
近
づ
い
た
。
こ
の
間
悲
し
く
も
物
故

者
五
名
を
数
え
、
体
調
不
良
の
者
も
い

る
が
、
大
方
は
年
金
生
活
に
も
慣
れ
て

悠
々
自
適
の
生
活
を
享
受
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
に
樹
木
医
と
な
っ
た
り
、
保

育
園
を
経
営
し
た
り
、
不
動
産
鑑
定
士

の
資
格
取
得
を
目
指
し
た
り
多
士
済
々

で
あ
る
。

同
級
会
は
、
卒
業
後
二
年
に
一
回
開

催
し
て
き
た
が
、
近
年
は
頻
度
を
高
め

年
一
回
開
催
し
て
い
る
。
一
昨
年
は
五

月
上
旬
に
一
泊
で
長
瀞
を
訪
れ
、
鮎
づ

く
し
の
料
理
を
堪
能
し
、
舟
下
り
、
宝

登
山
の
つ
つ
じ
、
羊
山
公
園
の
芝
ざ
く

ら
を
楽
し
み
交
友
を
深
め
た
。
そ
し
て
、

昨
年
は
、
経
和
会
総
会
開
催
日
（
七
月

八
日
）
に
北
浦
和
の
居
酒
屋
で
同
級
会

を
開
い
た
。
昼
の
総
会
終
了
後
、
夕
方

か
ら
同
級
会
に
参
加
出
来
る
様
に
企
画

し
た
。
大
学
が
法
人
化
の
逆
風
下
で
生

き
残
り
を
模
索
し
て
い
る
時
に
、
一
人

で
も
多
く
の
卒
業
生
が
経
和
会
総
会
に

参
加
し
、
大
学
の
現
状
を
理
解
す
る
こ

と
こ
そ
が
必
要
と
考
え
て
の
企
画
で
あ

っ
た
。
幸
い
総
会
出
席
者
は
例
年
の
数

名
か
ら
十
一
名
へ
増
加
し
た
。
そ
し
て

夜
は
同
級
会
の
み
の
出
席
を
含
め
二
十

名
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
同
級
会
開
催
を
通
じ
て
、

交
友
を
さ
ら
に
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、

母
校
あ
っ
て
の
卒
業
生
で
あ
り
、
卒
業

生
あ
っ
て
の
母
校
で
あ
る
こ
と
を
深
く

認
識
し
つ
つ
、
恩
義
深
き
母
校
埼
玉
大

学
の
為
に
、
卒
業
生
と
し
て
何
が
出
来

る
か
を
考
え
、
な
す
べ
き
こ
と
を
実
行

�

�

�

し
て
い
く
た
め
の
よ
す
が
と
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

今
回
か
ら
学
生
三
名
が
編
集
委
員
に
加

わ
り
ま
し
た
。

新
た
に
次
の
二
つ
の
事
を
念
頭
に
入
れ
、

会
報
誌
を
発
行
致
し
ま
し
た
。

�
経
和
会
が
学
生
の
就
職
支
援
並
び
に

経
済
学
部
支
援
を
行
う
事
。

�
現
役
の
教
員
・
学
生
・
卒
業
生
等
若

い
方
か
ら
年
輩
の
方
に
も
ご
寄
稿
頂

き
、
経
和
会
は
一
部
の
古
い
卒
業
生

だ
け
の
も
の
と
い
う
観
念
を
打
破
し
、

若
い
方
を
含
め
多
く
の
会
員
が
強
い

関
心
を
抱
き
、
経
和
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
事
。

ま
た
、
こ
の
度
経
和
会
会
報
は
第
一
〇

号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
さ

ん
の
日
頃
の
支
え
に
恵
ま
れ
継
続
し
た
事

に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
誠
に
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。
経
和
会
で
は
こ
れ
を
期

に
一
〇
年
、
二
〇
年
と
継
続
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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